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第32回東海高等学校バスケットボール新人大会
【　得点経過　】

決勝リーグ TEAM A TEAM B

試合日 2019年2月10日 飛龍
62 92

中部大第一

会　場 このはなアリーナ （静岡） （愛知）
コート コート

開始時間 11:10

TEAM A 飛龍 （静岡）
選手名 PTS 3P 2P FT F

髙 須 崇 介 0 0 0 0 1
色 山 輝 15 3 2 2 2
松 井 翔 0 0 0 0 0
関 口 就 斗 7 1 2 0 0
保 坂 晃 毅 8 0 4 0 3
鳥 見 勇 敬 11 2 0 5 3
櫻 井 椋 介 3 0 1 1 0
佐 藤 彩 人 3 0 1 1 0
池 田 涼 0 0 0 0 0
遠 藤 歩 夢 7 1 2 0 2
三 橋 翔 2 0 1 0 1
リ ュウ ヤハオ 2 0 0 2 4
古 大 内 雄 梨 2 0 0 2 2
本 橋 献 人 2 0 1 0 1
木 場 稜 斗 0 0 0 0 0

TEAM/COACH / / / /
TOTAL 62 7 14 13 19

TEAM B 中部大第一 （愛知） 【　戦　評　】
選手名 PTS 3P 2P FT F １PＤ　お互いにマンツーマンディフェンスでスタート。中部大第一は⑥のジャンパー、⑦のブレイクで、スタートか

らオフェンスで乗っていく。飛龍はターンノーバーが重なり、開始3分、2-11と中部大第一リードで飛龍のタイムア
ウト。しかし流れは変わらず、中部大第一は⑧のダンクシュート、⑤⑥⑦のブレイクで得点を伸ばし、4-28と圧倒
的な強さを見せて１PＤを終了。

２PＤ　開始1分半で飛龍⑮が3回目のファウル。飛龍は⑧の気迫のこもったディフェンスとドライブで粘るが、中部
大第一のディフェンスからのブレイクが止まらず、前半だけで13本のブレイクを出した中部大第一が14-48と更に
点差を広げて２PＤを終了。

３PD　挽回を図る飛龍は、⑤⑨⑬の計6本の3Pシュートからオールコートマンツーマンディフェンスを仕掛けて追
いすがる。中部大第一はスターティングメンバーを少しずつ下げて戦い、37-69中部大第一リードで３PDを終了。

４PD　中部大第一はスターティングメンバーを下げてスタート。飛龍⑮は４PD開始40秒でこの試合初得点をあげ
る。中部大第一はベンチ入りメンバー全員を出場させる余裕を見せ、62-92で試合終了。中部大第一の武器であ
るディフェンスからのブレイクが光り、次の決勝戦に励みになる完勝であった。

小 林 拓 光 2 0 1 0 1
仲 宗 根 弘 11 0 5 1 4
深 田 怜 音 13 1 5 0 0
加 藤 康 太 郎 15 1 6 0 4
Coulibaly Batoumani 16 0 7 2 3
副 島 光 生 4 0 2 0 3
福 富 剛 志 0 0 0 0 2
平 井 敬 悟 6 0 3 0 0
山 本 一 真 3 0 1 1 0
冷 泉 為 悟 0 0 0 0 0
吉 本 大 心 8 2 1 0 3
趙 誠 現 0 0 0 0 0
葉 山 隆 誠 3 1 0 0 0
中 元 優 治 郎 11 3 1 0 3
長 谷 川 慧 0 0 0 0 0

8 32 4 23

TEAM/COACH / / / /

戦評（文責） 服部　雅士（加藤学園高校） 記入者 瀧　隆太（清水東高校）TOTAL 92
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